
日
本
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

研
究
所
（Japan

V
ehicle

R
ecycling

R
esearch

、

以
下
Ｊ
Ｖ
Ｒ
）
は
８
月
２

日
、
輸
出
リ
サ
イ
ク
ル
部
品

の
表
示
研
究
部
会
の
活
動
の

一
環
と
し
て
千
葉
で
の
パ
ー

ツ
輸
出
業
態
の
調
査
を
実
施

し
た
。

参
加
者
は
、
吉
川
日
男
理

事
（
シ
ー
パ
ー
ツ
）
ほ
か
計

８
名
。
メ
ン
バ
ー
と
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
に
分
か
れ
、
２
台

の
車
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場

や
自
動
車
解
体
業
者
の
ヤ
ー

ド
を
見
学
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
四

街
道
Ａ
Ａ
（
オ
ー
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
）
。
こ
こ
は
エ
ン
ジ
ン

の
み
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場

で
、
全
国
か
ら
出
品
者
を
受

け
付
け
て
い
る
。
自
社
の
在

庫
販
売
な
ど
は
行
わ
ず
、
純

粋
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
だ
け
を

行
う
と
の
こ
と
だ
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
と
は

い
え
建
屋
は
な
く
、
屋
外
に

エ
ン
ジ
ン
が
置
か
れ
て
い
る

だ
け
の
簡
素
な
も
の
だ
。
ま

た
立
地
も
、
道
幅
が
狭
く
複

雑
に
入
り
組
ん
だ
道
路
を
進

み
、
最
終
的
に
舗
装
の
無
い

道
を
進
ん
だ
先
に
あ
る
「
知

る
人
ぞ
知
る
」
雰
囲
気
の
中

に
あ
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用
に
並
べ

ら
れ
た
エ
ン
ジ
ン
類
に
は
、

ラ
ベ
ル
類
は
貼
ら
れ
て
い
な

い
。
バ
イ
ヤ
ー
が
自
分
の
目

で
見
て
部
品
の
状
態
を
判
断

し
取
引
を
行
う
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
現
物
を
見

て
の
取
引
と
な
る
た
め
、
ま

た
専
門
の
バ
イ
ヤ
ー
が
取
引

を
行
う
た
め
、「
特
に
ラ
ベ
ル

に
よ
る
当
該
製
品
の
説
明
の

必
要
性
を
感
じ
な
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

目
利
き
に
自
信
が
な
い
場
合

や
、
判
断
の
確
認
の
意
味
で

参
考
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、「
な
い
よ
り
は
あ
っ
た
ほ

う
が
良
い
」
と
い
う
意
見
も

同
時
に
聞
か
れ
た
。

続
い
て
「
３
Ｗ
Ｍ
・
千
葉

営
業
所
」
を
見
学
し
た
。
中

古
部
品
の
ラ
ベ
ル
表
示
の
こ

と
は
話
題
に
な
ら
ず
、
調
整

区
域
な
ど
の
関
係
で
屋
根
が

設
置
で
き
な
い
こ
と
、
ヤ
ー

ド
の
条
例
で
壁
に
ス
リ
ッ
ト

が
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

話
の
中
心
に
な
っ
た
。

そ
の
後
は
「
茂
華
」
と
い

う
台
湾
人
経
営
の
ヤ
ー
ド
を

見
学
し
た
。
敷
地
内
に
は
作

業
場
、
建
屋
が
あ
る
。
そ
の

近
辺
に
多
く
の
部
品
が
置
か

れ
、
日
本
の
解
体
業
者
に
よ

く
見
ら
れ
る
光
景
だ
。
時
折

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。

続
い
て
「
民
生
工
業
」
と

い
う
解
体
事
業
者
を
車
内
か

ら
視
察
し
た
後
、
シ
ー
パ
ー

ツ
千
葉
営
業
所
へ
移
動
し
た
。

ヤ
ー
ド
見
学
の
後
、
研
究
部

会
会
議
を
行
い
、
用
意
さ
れ

た
資
料
に
基
づ
き
輸
出
リ
サ

イ
ク
ル
部
品
の
表
示
に
関
し

意
見
を
交
換
。
ネ
ッ
ト
販
売

に
お
い
て
ラ
ベ
ル
表
示
の
効

果
が
有
効
と
い
う
意
見
が
多

く
聞
か
れ
た
。

シ
ー
パ
ー
ツ
で
は
、
ロ
シ

ア
向
け
の
部
品
輸
出
は
既
に

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式

と
な
っ
て
お
り
、
既
に
取
引

が
あ
る
バ
イ
ヤ
ー
の
み
な
ら

ず
、
面
識
が
な
い
バ
イ
ヤ
ー

も
会
員
に
な
っ
て
い
る
。

Japan.car.ru

やD
rom

.ru

な
ど
は
、
ロ
シ
ア
で
展
開

し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。Japan.car

.ru

を
例
に
取
る
と
、
各
種
の

中
古
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
部

品
も
写
真
入
り
で
登
録
さ
れ

て
い
る
。

調
査
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
こ
う
し
た
サ
イ
ト
で
、
部

品
の
情
報
の
表
示
が
ど
れ
だ

け
重
要
な
の
か
が
ポ
イ
ン

ト
。
末
端
の
ユ
ー
ザ
ー
が
部

品
の
状
態
を
意
識
し
、
相
応

の
価
格
で
買
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
状
態
を
表
示
す
る
意
義

は
あ
る
。
状
態
に
よ
る
価
値

の
差
は
逆
算
し
て
ど
こ
か
ま

で
連
鎖
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、

出
発
点
の
日
本
の
供
給
者
の

時
点
で
は
価
値
の
差
は
な

く
、
一
律
の
資
源
価
格
に
連

動
す
る
。
こ
こ
で
表
示
が
重

要
に
な
る
」
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

ま
た
表
示
に
関
す
る
議
論

で
は
、
盗
難
対
策
と
し
て
の

有
効
性
の
言
及
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、「
表
示
を
制

度
化
す
る
と
、
全
て
の
事
業

者
の
義
務
と
な
る
た
め
、
表

示
を
手
間
と
考
え
る
事
業
者

も
出
て
く
る
。
そ
こ
ま
で
盗

難
、
不
正
解
体
が
起
き
て
い

る
ど
う
か
で
あ
り
、
制
度
の

複
雑
化
は
避
け
た
い
」
と
い

う
意
見
が
聞
か
れ
た
。
今
後

の
研
究
の
行
方
に
注
目
が
集

ま
り
そ
う
だ
。

□リサイクル部品輸出時の部品への表示記載項目の共通化を図る
□国内輸出事業者のポジショニングを強化する
輸出リサイクル部品の『共通表示項目を整備』することにより、現在、海外バイヤー主体で取引されている
『輸出リサイクル部品売買』に対するイニシアティブを確保する

■現在のリサイクル部品輸出時の品質チェックは、多くの場合業界のヤードに滞在しているバイヤーが行
うか、ショッピングバイヤーと呼ばれる人たちが、業界のヤードに来社して品質チェックを行っている。
■したがって、輸出時の品質状態の表示に関する問題は、バイヤーの手に委ねられていて、各国に存在
するユーザーは、バイヤーの表示方法に依存されているのが現状である。
そのため、各国のユーザーは、日本から輸出されるリサイクルパーツの表示方法が正しいのかどうかは、
知ることができない。
■日本国内で販売されるリサイクルパーツに関する品質表示は、多くの議論がされているが、海外輸出に
関することは、一部の業者の間では、議論されているが統一性がまったくないのが現状である。
■実態は、中間ブローカーであるバイヤーの良し悪しで、販売金額や需要の増減が決まる。リサイクル
パーツの海外輸出の需要と供給を一層拡大することは、国内マーケットを拡大する以上にスケールメリッ
トが見込めるので、この問題を、業界の枠を越えて研究する必要がある。

【表示項目】
1.生産者名2.車体番号3.走行距離（誤差があるので可能な限り必要、特に先進国では重要視）
4.外観や内部に関する客観的な情報5.製造年月日6.車名および車体形式、など
【取引システム】
1.インターネット利用を前提に表示、また対応できる画像等を併用することによって、価値を創出。

・輸出リサイクル部品生産解体事業者⇒自動車解体業者（主に首都圏からテスト研究する）
・リサイクル部品輸出事業者⇒首都圏の輸出シッパー（ショッピングバイヤーも検討する）
・ネットシステム＆eコマースを構築できる事業者
・自動車リサイクルパーツの国際流通関連の学識経験者
・コーディネーター

研究ポイント

目的

背景

構想

部会構成

日
本
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
（
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
、
河
村
二
四
夫
代

表
理
事
）
は
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、
か
つ
日
本
Ｅ
Ｌ
Ｖ

リ
サ
イ
ク
ル
機
構
と
協
力
し
て
解
析
を
行
い
業
界
・
社
会
に
研
究
成
果
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
９
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
だ
。
同
研
究
所

は
こ
の
ほ
ど
、
輸
出
さ
れ
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
表
示
研
究
に
関
す
る
構

想
を
打
ち
立
て
た
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
８
月
２
日
に
千
葉
地
域
の
パ
ー
ツ
輸
出

業
態
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

四街道AA（オートオークション）
オークション前のエンジン類置き場

輸出自動車リサイ
ク ル部品・表示研究の調査を実施輸出自動車リサイ
ク ル部品・表示研究の調査を実施輸出自動車リサイ
ク ル部品・表示研究の調査を実施

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
の

表
示
の
重
要
度
が
ポ
イ
ン
ト
に

輸出リサイクル部品の表示研究

一般社団法人 日本自動車リサイクル研究所（JVR）
事 務 所 東京都千代田区麹町３－５－５
設 立 平成28年9月1日
社 員 河村二四夫、清水信夫、熊田正隆

丸利伊丹車輌株式会社、株式会社シーパーツ
代 表 理 事 河村二四夫
理 事 吉川日男（シーパーツ）、熊田正隆
監 事 伊丹伊平（伊丹車輌）

目的
当法人は、自動車リサイクルに関する調査・研究及びその成果の提供等を行う
ことにより、自動車リサイクル産業の資質の向上を図り、広く社会に貢献する
ことを目的とする。

（１）自動車リサイクルに係る各種制度の研究及び運営事業
（２）自動車リサイクルに係る規格の研究及び運営事業
（３）各種自動車リサイクル技術の事業研究
（４）外国人技能実習生等の教育及び受け入れ等の研究事業
（５）自動車リサイクルに係る国際協力も含めた海外展開の事業研究
（６）自動車リサイクルに係る研修、講演会、講習会等の企画、運営、管理、受

託及び講師の紹介、派遣並びに人材育成、教育事業
（７）出版物及びデジタルコンテンツ等の企画、製作、翻訳、編集及び販売事業

日本自動車リサイクル研究所

（ ）322017（平成29）年９月１日 （金曜日）メタル・リサイクル・マンスリー第546号（昭和43年８月20日第３種郵便物認可）


